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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成27年２月26日に提出いたしました第16期（自　平成25年12月１日　至　平成26年11月30日）有価証券報告書の

記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　

２ 【訂正事項】

 第一部　企業情報

 　第２　事業の状況

 　　　４　事業等のリスク

 　　　　（６）　調達資金の使途について

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

　４　【事業等のリスク】

　（６）調達資金の使途について

　　　（訂正前）

平成27年２月20日を払込期日とする自己株式の処分による調達資金の使途については、既存事業の拡大

に係る人件費及び有利子負債の返済に充当する予定であります。しかしながら、当社グループが属する業

界においては変化が著しいため、計画変更等により、調達資金を現時点で計画している以外の使途にも充

当する可能性があります。また、当初の計画に沿って調達資金を使用した場合でも、想定していた投資効

果を上げられない可能性もあります。

 

　　　（訂正後）

平成27年２月20日を払込期日とする自己株式の処分による調達資金の使途については、既存事業の拡大

のための運転資金及び設備投資資金に充当する予定であります。しかしながら、当社グループが属する業

界においては変化が著しいため、計画変更等により、調達資金を現時点で計画している以外の使途にも充

当する可能性があります。また、当初の計画に沿って調達資金を使用した場合でも、想定していた投資効

果を上げられない可能性もあります。
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